


ご
挨
拶
　
調
布
三
曲
協
会
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
て

調
布
三
曲
協
会 

会
長
　
柴
田
裕
子

　
本
日
は
、
調
布
三
曲
協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
演
奏
会
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
昭
和
三
十
七
年
、
三
曲
協
会
結
成
の
際
、
先
輩
諸
氏
は
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
ま
し
た
。
「
三
曲
協
会

と
は
、
何
の
曲
芸
を
す
る
の
か
ね
？
」
と
言
わ
れ
、
市
民
の
方
々
の
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
、
暫
く
の
間
「
音

楽
」
の
二
文
字
を
入
れ
、
「
三
曲
音
楽
協
会
」
と
い
う
名
称
に
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
す
。
半
世
紀
に
わ
た

り
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
ご
努
力
で
、
私
達
は
何
事
に
も
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
音
楽
活
動

に
取
り
組
め
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
私
達
は
、
こ
れ
か
ら
も
志
を
同
じ
く
す
る
も

の
同
士
、
切
磋
琢
磨
し
、
伝
統
を
大
切
に
守
り
伝
え
な
が
ら
、
邦
楽
の
普
及
に
微
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
、
福
嶋
頼
秀
先
生
に
合
奏
曲
を
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。
先
生
は
、
私
達
の
要
望
を

快
く
受
け
入
れ
て
下
さ
り
『
三
曲
合
奏
の
た
め
の
〝
恋
物
語
〟
』
を
作
曲
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
曲
が

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、
日
本
各
地
で
演
奏
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
初
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
併
せ
て
、
次

世
代
へ
調
布
三
曲
協
会
の
志
を
繋
ぐ
思
い
を
込
め
て
、
会
員
と
門
下
生
と
の
合
同
演
奏
も
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
会
員
が
指
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
門
下
生
の
練
習
の
成
果
を
披
露
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
十
年
の
小
学
校
、
中
学
校
の
指
導
要
綱
改
正
に
よ
る
和
楽
器
履
修
の
必
修
化
や
、

文
化
庁
が
推
進
す
る
『
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業
』
の
一
つ
、
「
伝
統
文
化
箏
子

ど
も
教
室
」
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
会
員
が
地
道
な
活
動
を
し
て
き
た
結
果
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
調
布
市
長
・
長
友
貴
樹
様
、
調
布
市
文
化

協
会
会
長
・
高
岡
宮
子
様
、
作
曲
家
・
福
嶋
頼
秀
様
、
賛
助
ご
出
演
の
打
楽
器
演
奏
家
・
佐
藤
秀
嗣
様
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
「
五
十
年
の
歩
み
」
に
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
生
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
来
場
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
か
わ
ら
ぬ
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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調
布
市
長
　
　
長
友
貴
樹

　
調
布
三
曲
協
会
が
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
貴
協
会
は
、
昭
和
三
十
七
年
の
創
立
以
来
、
半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
精
力
的
に
行

い
、
調
布
市
の
文
化
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
会
員
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

心
か
ら
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
以
降
、
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
て
芸
術
・
文
化
活
動
に
深
く
関
心
を
寄
せ
る
方
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
音
楽
を
奏
で
る
こ
と
は
演
奏
者
の
心
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
一
心
に
演
奏
さ
れ
る
和
楽

器
の
音
色
は
聴
く
者
に
ぬ
く
も
り
や
癒
し
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
今
回
新
た
に
、
深
大
寺
や
多
摩
川
を
は
じ
め
調
布
が
誇
る
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た
貴
協
会
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
合
奏
曲
が
五
十
周
年
記
念
演
奏
会
で
披
露
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
郷
土
愛
溢
れ
る
皆
様
の
ご
活
動
を
大
変
あ

り
が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
に
は
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
の
貴
重
な
伝
統
で
あ

る
三
曲
を
通
じ
て
、
調
布
市
の
文
化
・
芸
術
の
振
興
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
調
布
三
曲
協
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

祝
辞
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調
布
市
文
化
協
会
会
長
　
高
岡
宮
子

調
布
三
曲
協
会
創
立
五
十
周
年
を
祝
し
て

　
調
布
三
曲
協
会
が
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

箏
・
三
味
線
・
尺
八
・
日
本
の
最
た
る
邦
楽
・
三
曲
の
仲
間
が
集
い
、
こ
の
邦
楽
の
伝
承
に
日
々
心
血
を
注
ぎ

つ
つ
、
子
供
達
へ
の
指
導
や
福
祉
施
設
へ
の
演
奏
会
、
ま
た
、
調
布
市
文
化
協
会
に
加
盟
し
調
布
市
民
文
化
生

活
の
向
上
に
寄
与
す
る
目
的
の
も
と
、
市
内
に
お
け
る
多
種
の
文
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
に
感

銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
三
曲
協
会
が
設
立
さ
れ
た
昭
和
三
十
七
年
当
時
は
、
高
度
経
済
成
長
と
共
に
文
化
活
動
に
関
わ
る
人
口
の
増

加
と
、
新
種
の
芸
能
・
芸
術
が
数
多
く
出
現
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
新
種
の
文
化
は
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
は
消
え

る
と
い
う
現
象
の
中
、
「
箏
・
三
味
線
・
尺
八
」
の
三
曲
の
世
界
は
、
遥
か
神
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
揺
る

ぎ
な
く
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
根
気
強
く
日
々
の
鍛
練
を
経
て
醸
（
か
も
）
し
出
す
そ
の
音
色
と
共
に
ま
さ

に
世
界
に
誇
れ
る
邦
楽
で
す
。

　
「
箏
・
三
味
線
・
尺
八
」
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
聴
衆
を
魅
了
す
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
と
共
に
、
一

音
ご
と
確
か
な
音
色
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
切
望
し
つ
つ
、
調
布
三
曲
協
会
の
今
後
益
々

の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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創
立
五
十
周
年
を
祝
し
て

作
曲
家
　
福
嶋
頼
秀

　
こ
の
度
は
調
布
三
曲
協
会
が
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
と
の
事
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
一
つ
の
団
体
が
五
十
年
に
も
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
、
五
十
回
以
上
も
の
演
奏
会
を
開
催
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
並
大
抵
の
事
で
は
な
く
、
関
係
者
の
み
な
さ
ま
の
多
大
な
労
力
の
積
み
重
ね
の
賜
物
で
あ

る
と
推
察
致
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
日
の
記
念
す
べ
き
創
立
五
十
周
年
記
念
演
奏
会
で
初
演
す
る
た
め
に
、
調
布
三
曲
協
会

の
初
の
委
嘱
作
品
を
私
が
作
曲
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
事
に
大
い

に
感
謝
し
、
ま
た
同
時
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
つ
つ
、
精
一
杯
の
力
を
そ
そ
い
で
楽
譜
を
書
き
ま
し

た
。

　
タ
イ
ト
ル
は
『
三
曲
合
奏
の
た
め
の
〝
恋
物
語
〟
』
。
こ
れ
は
、
男
女
の
出
会
い
か
ら
恋
が
実
る
ま

で
の
架
空
の
恋
物
語
を
描
い
た
作
品
な
の
で
す
が
、
実
は
そ
の
中
に
、
調
布
に
ゆ
か
り
の
あ
る
景
色
の

描
写
が
織
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
第
一
章
で
は
多
摩
川
の
渡
し
、
第
二
章
で
は
深
大
寺
、
第
三
章
で
は

桜
並
木
…
…
な
の
で
す
が
、
今
後
こ
の
作
品
が
演
奏
さ
れ
る
度
に
演
奏
者
や
聴
衆
の
方
々
に
、
調
布
の

自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
想
い
を
馳
せ
て
頂
け
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
由
緒
あ
る
調
布
で
日
本
の
伝
統
音
楽
を
守
り
、
そ
し
て
新
た
な
和
の
響
き
を
追
求
し
て
ゆ
く
貴

協
会
の
有
意
義
な
活
動
が
、
今
後
も
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
ま
す
事
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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箏
屋
　
宮
城
野
楽
器

〈
賛
助
出
演
〉

〈
協
力
〉

写
真
　
調
布
写
真
連
盟

映
像
　
調
布
映
像
協
会

舞
台

打
楽
器
　
佐
藤 

秀
嗣

〈
〝
恋
物
語
〟
合
奏
指
導
〉

作
曲
家
　
福
嶋 

頼
秀

　
１
９
６
７
年
群
馬
県
生
ま
れ
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
卒
業
。
５
年
間
の
会
社
員
生
活
の
後
、
作

曲
・
編
曲
家
と
し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
邦
楽
作
品
を
多
数
作
曲
し
、
深
海
さ
と
み
、
坂
田
梁

山
、
田
辺
頌
山
、
藤
原
道
山
の
各
氏
ほ
か
の
ソ
リ
ス
ト
、
日
本
音
楽
集
団
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

団
体
が
演
奏
し
て
い
る
。

　
洋
楽
の
分
野
で
は
、
仙
台
フ
ィ
ル
、
群
馬
響
、
東
京
都
響
、
東
京
フ
ィ
ル
、
東
京
シ
テ
ィ
フ
ィ

ル
、
京
都
市
響
、
広
島
響
な
ど
各
地
の
プ
ロ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
の
編
曲
・
司
会
依
頼
が
多
数
。

チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン
、
山
下
一
史
、
渡
邊
一
正
、
鈴
木
織
衛
、
山
田
和
樹
の
各
氏
ほ
か
が
作
品
を

指
揮
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
足
立
さ
つ
き
、
錦
織
健
、
秋
川
雅
史
、
渡
辺
真
知
子
、

庄
野
真
代
、
つ
の
だ
り
ょ
う
こ
、
渡
辺
満
里
奈
、
中
村
雅
俊
、
海
援
隊
、R

y
u

の
各
氏
な
ど
の
オ

ペ
ラ
歌
手
・
ポ
ッ
プ
ス
シ
ン
ガ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
も
多
い
。

　
土
曜
ワ
イ
ド
劇
場
、
月
曜
ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
ど
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
劇
伴
音
楽

も
多
数
。
こ
の
他
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
大
人
の
休
日
倶
楽
部
」
な
ど
各
種
レ
ク
チ
ャ
ー
の
講
師
、
公
共

ホ
ー
ル
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
音
楽
雑
誌
な
ど
の
記
事
執
筆
と
い
っ
た
分
野
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

福
嶋 
頼
秀
（
ふ
く
し
ま 

よ
り
ひ
で
）

佐
藤 

秀
嗣
（
さ
と
う 

ひ
で
つ
ぐ
）

　
北
海
道
帯
広
市
出
身
。
東
邦
音
楽
大
学
卒
業
。
「
２
４
時
間
テ
レ
ビ
　
愛
は
地
球
を
救
う
」
「
題

名
の
な
い
音
楽
会
」
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
」
や
ド
ラ
マ
「
猿
ロ
ッ
ク
」
「T

R
IC
K

」
等
、
多
く
の

Ｔ
Ｖ
出
演
や
参
加
Ｃ
Ｄ
多
数
。
万
里
の
長
城
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
、
ベ
ス
ト
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
コ
ン

テ
ス
ト
、
東
京
国
際
芸
術
協
会
新
人
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
等
、
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
受
賞
。
ジ
ャ

ニ
ー
ズ
事
務
所
や
石
原
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
劇
団
四
季
の
太
鼓
指
導
な
ど
も
。

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
ア
ジ
ア
団
員
、
邦
楽JA

M

「IN
S
P
IR
A
T
IO
N

」
メ
ン
バ
ー
、
「
イ
ザ
ナ
ギ
」

メ
ン
バ
ー
、
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
鼓
友
会
」
所
属
、
リ
ズ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「ζ

♪

（
う
ん
た
）
」

主
宰
、
「
打
楽
人
会
」
主
宰
、T

A
IK
O

ーL
A
B

浅
草
講
師
、
埼
玉
県
立
芸
術
総
合
高
等
学
校
非
常

勤
講
師
。
洋
楽
打
楽
器
を
百
瀬
和
則
、
吉
原
す
み
れ
、
藤
原
靖
久
、
河
野
玲
子
、
水
谷
明
子
、
池
田

知
佳
士
の
各
氏
に
師
事
。
東
邦
ウ
ィ
ー
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
て
Ａ
・
ミ
ッ
タ
ー
マ
イ
ヤ
ー
氏
に
師

事
。
邦
楽
打
楽
器
を
西
川
啓
光
、
長
唄
鳴
物
を
望
月
太
喜
之
丞
、
江
戸
囃
子
を
尾
股
真
次
の
各
師
に

師
事
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉
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（
株
）
東
京
舞
台
照
明



《
演
奏
曲
目
》

一
　
六
段
の
調

三
　
さ
く
ら
変
奏
曲

四
　
寿
く
ら
べ

二
　
雲
井
獅
子

五
　
傘
舞
台
・
夏
の
日

六
　
　
　
　
　
　
星
涼
之
賦

七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〝
恋
物
語
〟

終
演
予
定
　
午
後
四
時
頃

休
憩
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箏
五
重
奏
曲

三
曲
合
奏
の
た
め
の



一
　
六
段
の
調

八
橋
検
校
　
作
曲
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三輪

輝夫

丸山

則義

上口

外洋男

野島

實

村田

寳咏

細山

伶観

土橋由美

長崎泰子

岩舘麻理

原田敦子

深町明子

村岡

ふみ

永吉

一久朗

佐藤

美穂

嶌田ケイ子 浅井恵子 北本由美子

森山知子 原口恵美子

田村

博寿

吉川

和博

平井

理香

島田

ふみ子

小島

早希子

高橋

七海

有田

怜香

山田

博佳寿

田代

せつ子

中西

賀代子

渡邊

清恵

金森

遊美

山水

恭子

岩崎

瑶子

木原

久子

松井

妙子

牧内

敬子

小西

寿子

浅井

武彦

松本

愛子

伊達

和佳子

石田

敦子

中山

淑子

成瀬

貴子

尺八

胡弓

三絃

阿部カヨ子

石井祥子

上杉みち江

二井内雅子

　本

竹咏



〈
解
説
〉
　
近
世
箏
曲
の
祖
と
い
わ
れ
る
八
橋
検
校
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
作
曲
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
六
段
」
と
も
い
い
ま
す
が
、
「
六
段
の
調
」
の
「
調
」
と
は
、
「
唄
の
な
い
楽
器
だ
け
の
曲
」
と
い
う
意
味
で
、
ほ
か

に
も
八
段
・
九
段
な
ど
「
段
物
」
と
い
わ
れ
る
曲
に
は
共
通
し
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
各
段
が
五
十
二
拍
子
（
百
四
拍
・
初
段
の
み
五
十
四
拍
子
）
で
あ
る
こ
と
と
、
曲
の
速
度
が
自
然
に
加
速
的
に
速
く
な

り
、
最
終
段
に
至
っ
て
緩
や
か
に
終
わ
る
こ
と
で
す
。

　
箏
組
歌
や
地
歌
曲
と
異
な
り
、
歌
を
と
も
な
わ
な
い
純
器
楽
曲
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
古
典
箏
曲
を
代
表
す
る
曲
で
あ

り
、
現
在
も
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
弾
き
継
が
れ
て
い
る
名
曲
で
す
。
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（太枠は会員、他は門下生）

広瀬

陽治

中込

棋山

小林

栄一

佐藤

貴采

小林千恵子

濱崎純子

今井芳子

中島知子

中島久美子

上口房子

美蔦洋子

中條暁美

石原八千代

秋本博松

酒井千代

平松順子

駒井孝子

松下安子

飛鳥千鶴子

中尾美子

橋本

洋

柴田裕子

武田

鷺咏



二
　
雲
井
獅
子

琴
古
流
尺
八
古
典
本
曲

〈
解
説
〉
　
九
州
博
多
一
朝
軒
所
傳
の
雲
井
獅
子
が
琴
古
流
に
伝
わ
っ
た
も
の
。
琴
古
流
の
「
雲
井
獅
子
」
は
、
黒
沢

琴
古
（
琴
古
流
々
祖
）
が
制
定
し
た
三
十
六
曲
中
に
は
な
く
、
後
に
な
っ
て
「
吾
妻
の
曲
」
等
と
一
緒
に
取
り
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
曲
は
獅
子
舞
と
関
係
が
あ
り
、
厄
払
い
や
祝
い
事
の
折
に
、
ま
た
普
化
宗
の
修
行
で
午
後
の
托
鉢
行
脚
の

際
に
も
吹
か
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
美
し
い
旋
律
は
、
獅
子
が
眠
り
か
ら
目
覚
め
て
活
動
す
る
様
子
を
表
し
て
い
る
と

言
わ
れ
、
昔
の
僧
の
間
で
は
眠
気
覚
ま
し
に
こ
の
曲
が
好
ん
で
吹
か
れ
た
そ
う
で
す
。
今
回
は
一
尺
八
寸
管
二
部
の
二

重
奏
に
て
演
奏
し
ま
す
。

三
輪 

輝
夫

橋
本 

　
洋

尺
八
一

細
山 

伶
観

佐
藤 
貴
采
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（
八
寸
管
）

（
八
寸
管
）

本 

竹
咏

尺
八
二



三
　
さ
く
ら
変
奏
曲

宮
城
道
雄
　
作
曲

〈
解
説
〉
　
宮
城
道
雄
の
作
品
の
な
か
で
も
最
も
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
曲
は
、
一
九
二
三
年
に
作
曲
さ
れ
た
三
重
奏

曲
で
す
。
日
本
古
謡
の
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
旋
律
を
主
題
に
し
た
変
奏
曲
で
、
箏
の
高
音
部
、
低
音
部
と
十
七
絃
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
邦
楽
と
洋
楽
と
の
融
合
を
め
ざ
し
た
作
曲
者
は
、
「
秋
の
調
べ
」
、
「
落
葉
の
踊
り
」
の
作
曲

を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
曲
に
よ
り
は
じ
め
て
邦
楽
器
に
よ
る
変
奏
曲
を
創
作
し
ま
し
た
。
八
段
か
ら
な
る
構
成
の
第
一
段

は
、
主
題
の
提
示
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
音
部
の
箏
は
す
で
に
は
じ
め
か
ら
変
奏
を
弾
い
て
い
ま
す
。
三
拍
子
の
軽
快
な

段
、
ト
レ
モ
ロ
奏
法
を
駆
使
し
た
段
な
ど
は
、
こ
の
曲
の
大
き
な
特
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。

上
口 

　
房
子

第
一
箏

十
七
絃

第
二
箏

駒
井 

　
孝
子

田
代 
せ
つ
子

土
橋 

　
由
美

阿
部 

カ
ヨ
子

村
岡 

　
ふ
み
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小
林 
千
恵
子

中
西 

賀
代
子



四
　
寿
く
ら
べ

山
木
太
賀
　
作
曲

〈
解
説
〉
　
こ
の
曲
は
「
日
本
書
紀
」
雄
略
天
皇
の
巻
、
「
丹
後
風
土
記
」
、
「
万
葉
集
」
巻
九
な
ど
に
み
ら
れ
る
水

の
江
（
丹
後
地
方
の
地
名
）
の
浦
島
の
子
の
伝
説
を
基
に
、
二
代
山
木
太
賀
が
、
変
化
が
多
く
技
巧
に
富
ん
だ
名
曲
に

作
り
上
げ
た
作
品
で
す
。
初
め
に
寿
命
長
久
を
、
高
く
険
し
い
山
、
限
り
な
い
青
海
原
に
た
と
え
、
上
臈
に
姿
を
変
え

た
亀
に
誘
わ
れ
た
竜
宮
で
の
く
ら
し
、
乙
姫
と
の
仲
睦
ま
じ
い
日
々
か
ら
故
郷
を
偲
ん
で
立
ち
帰
り
、
玉
手
箱
を
開
い

た
と
こ
ろ
、
三
百
余
歳
の
高
齢
と
な
っ
た
こ
と
を
、
寿
ぎ
結
ん
で
い
ま
す
。
格
調
高
い
導
入
部
や
雅
楽
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
竜
宮
の
佇
ま
い
の
描
写
や
乙
姫
の
心
情
を
細
や
か
に
綴
る
貝
尽
く
し
な
ど
、
聴
き
ど
こ
ろ
の
多
い
華
や
か
な
祝
賀

曲
で
す
。 箏

　
　
美
蔦 

洋
子

　
　
　
吉
川 
和
博

三
絃
　
田
村 

博
寿
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〈
歌
詞
〉
　
寿
は
峻
山
に
し
て
千
歳
秀
で
、
ま
た
蒼
海
の
、
限
り
な
き
、
南
の
星
の
影
ひ

た
す
、
岩
根
の
波
の
名
に
高
き
、
天
の
橋
立
ふ
み
も
見
ず
、
水
の
江
と
い
う
み
や
び
を
あ

り
、
（
月
雪
花
の
折
々
に
、
都
の
手
ぶ
り
う
と
か
ら
ず
、
心
も
か
ろ
き
春
風
に
、
釣
竿
と

つ
て
青
柳
の
、
糸
く
り
出
だ
す
鰹
つ
り
鯛
つ
り
ほ
こ
り
七
日
ま
で
、
家
路
忘
れ
て
住
の
江

や
、
浦
曲
遙
か
に
こ
ぎ
出
で
ぬ
、
あ
ゝ
い
ぶ
か
し
や
、
ま
さ
し
く
釣
り
し
は
亀
な
る
を
、

い
と
や
ん
ご
と
な
き
上
臈
の
、
を
れ
ば
こ
ぼ
る
ゝ
笑
の
露
、
初
花
ざ
く
ら
に
鶯
の
、
初
音

そ
へ
た
る
ば
か
り
な
り
、
我
は
そ
も
、
竜
の
都
の
者
な
る
が
、
君
を
伴
な
ひ
申
さ
む
、
い

ざ
諸
共
に
と
浦
島
は
、
常
世
の
国
に
到
り
け
り
、
）
わ
だ
つ
み
の
、
わ
だ
つ
み
の
、
神
の

宮
居
の
う
ち
の
べ
の
、
妙
な
る
う
ち
に
い
つ
ま
で
も
、
思
ひ
な
ぎ
さ
に
打
ち
連
れ
て
、
貝

や
ひ
ろ
は
む
、
玉
や
ひ
ろ
は
む
、
君
が
え
に
し
は
紫
の
、
深
き
色
貝
千
種
貝
、
た
ま
の
あ

ふ
せ
は
な
な
わ
だ
に
、
思
ひ
通
し
た
女
気
は
、
風
に
み
だ
れ
ぬ
玉
す
だ
れ
、
す
だ
れ
貝
と

の
へ
だ
て
は
う
し
と
、
く
ね
る
目
元
の
潮
貝
は
、
な
で
し
こ
貝
の
し
ど
け
な
く
、
物
思
ふ

と
は
白
玉
か
、
何
ぞ
と
露
の
あ
だ
言
葉
、
つ
い
口
玉
に
か
け
ら
れ
て
、
手
枕
ふ
れ
し
朝
寝

髪
、
楽
し
き
中
に
故
郷
を
、
か
つ
し
の
ば
れ
て
立
ち
帰
る
、
乙
女
が
与
え
し
玉
く
し
げ
、

あ
け
て
の
ど
け
き
如
月
の
、
花
の
む
し
ろ
に
ま
と
ゐ
し
て
、
寿
く
ら
べ
千
代
く
ら
べ
、
山

に
く
ら
べ
て
此
君
の
、
高
き
よ
は
ひ
を
祝
し
け
り
。
（ 

）
内
は
今
回
演
奏
省
略

二
代



五
　
　
　
　
傘
　
　
　
　
舞
台

宮
城
道
雄
　
作
曲

〈
解
説
〉
　
唐
風
（
か
ら
ふ
う
）
の
傘
と
い
う
意
味
の
か
ら
か
さ
。
花
模
様
の
き
れ
い
な
絵
柄
傘
、
商
店
な
ど
で
番
号
を

つ
け
て
客
に
貸
し
出
し
た
番
傘
、
中
心
部
と
縁
を
色
分
け
し
、
蛇
の
目
に
見
え
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
細
く
上
品
な

蛇
の
目
傘
（
じ
ゃ
の
め
が
さ
）
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
傘
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
油
を
ひ
い
た
和
紙
を
張
っ
た
傘
を
丸
い
舞

台
に
見
立
て
て
、
そ
の
上
で
雨
粒
が
は
ね
踊
る
様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。
箏
奏
法
の
基
本
、
か
き
爪
、
合
わ
せ
爪
、

す
く
い
爪
、
押
し
手
を
取
り
入
れ
、
傘
を
さ
し
て
い
る
子
供
の
様
子
を
明
る
く
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

箏
本
手
　
　
中
西 

さ
く
ら

箏
替
手
　
　
澤
田 

　
澪
那

和
地 
　
莉
音

〈
歌
詞
〉

一
、
か
ら
か
さ
　
番
傘

　
　
蛇
の
目
傘

　
　
花
を
描
い
た
絵
傘
（
え
が
ら
が
さ
）

　
　
傘
が
並
ん
で
　
橋
を
行
く

　
　
橋
は
板
橋 

カ
ラ 

コ
ロ
ロ

二
、
か
ら
か
さ
舞
台
は

　
　
円
（
ま
る
）
舞
台

　
　
踊
り
の
好
き
な
雨
の
子
の

　
　
踊
上
手
の
足
拍
子
と

　
　
手
拍
子
そ
ろ
へ
て 

パ
ラ 

パ
ラ
リ
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（
小
五
）

（
か
ら
か
さ
）（

小
四
）

（
小
五
）

（
葛
原
し
げ
る 

作
詞
）

（
一
）



「
夏
の
日
」

沢
井
忠
夫
　
作
曲

第
一
箏

中
村 

菜
々
子

堀
米 

紗
利
沙

中
村 

　
莉
穂

浦
野 

　
多
恵

第
二
箏

〈
解
説
〉
　
こ
の
曲
は
、
一
九
八
六
年
に
作
曲
さ
れ
た
、
組
曲
「
四
季
の
日
々
」
の
中
の
一
曲
に
な
り
ま
す
。
日
本
は

季
節
の
変
化
に
恵
ま
れ
た
国
で
、
人
々
は
そ
の
四
季
の
移
り
変
わ
り
に
身
も
心
も
順
応
さ
せ
て
、
季
節
を
楽
し
み
ま

す
。
春
は
花
の
美
し
さ
を
、
夏
に
は
太
陽
の
明
る
さ
、
ま
た
秋
に
は
風
に
の
る
落
ち
葉
、
そ
し
て
冬
は
雪
景
色
の
面
白

さ
を
誰
も
が
心
に
綴
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
組
曲
で
は
箏
の
二
重
奏
に
よ
っ
て
そ
れ
を
綴
っ
て
い
き
ま
す
。
技

巧
上
の
一
つ
の
工
夫
と
し
て
、
第
一
箏
の
押
し
手
は
無
く
、
演
奏
を
容
易
に
し
、
合
奏
に
よ
っ
て
音
の
変
化
を
楽
し
め

る
よ
う
に
作
曲
さ
れ
て
い
ま
す
。 浅

川 
　
優
衣

和
地 

　
嶺
音

倉
本 

　
花

本
橋 

　
　
菜

平
井 

　
　
梓

相
見 

理
佳
子

安
藤 

　
菜
実

鈴
木 

想
仁
歌

戸
井
田 

百
寧

小
山 
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四
季
の
日
々
よ
り

五

（
中
一
）

（
中
一
）

（
中
一
）

（
中
一
）

（
中
二
）

（
小
五
）

（
中
二
）

（
高
一
）

（
高
一
）

（
高
一
）

（
大
二
）

（
高
三
）

（
小
六
）

（
中
二
）

（
二
）



川
崎
絵
都
夫
　
作
曲

〈
解
説
〉
　
箏
の
高
音
域
の
き
ら
き
ら
し
た
音
を
、
子
供
の
頃
夢
中
に
な
っ
て
眺
め
て
い
た
星
の
輝
き
に
な
ぞ
ら
え
て

作
曲
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
星
々
を
眺
め
て
い
る
時
に
心
に
沸
き
上
が
る
様
々
な
想
い
を
そ
こ
に
託
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
五
章
の
内
、
　
む
づ
ら
星
（
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
、
和
名
は
昴
）
、
　
天
馬
ゆ
く
（
秋
の
夜
空
の
天
頂
近
く
悠
然

と
は
ば
た
く
天
馬
は
ペ
ガ
サ
ス
座
）
、
　
シ
リ
ウ
ス
（
冬
の
南
東
の
夜
空
に
輝
く
全
天
一
明
る
い
星
）
の
三
章
を
演
奏

致
し
ま
す
。

六
　             

星
涼
之
賦

箏
・
十
七
絃
　
小
林 

千
恵
子

Ⅴ

箏
　
　
　
　
　
中
山 
　
淑
子

Ⅳ

箏
　
　
　
　
　
土
橋 

　
由
美

Ⅲ

箏
　
　
　
　
　
柴
田 

　
裕
子

Ⅱ

箏
　
　
　
　
　
松
本 

　
愛
子

Ⅰ
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箏
五
重
奏
曲

Ⅰ

Ⅳ

Ⅴ



三
曲
合
奏
の
た
め
の

福
嶋
頼
秀
　
作
曲

三
味
線
　
　
松
本 

　
愛
子
　
　
中
山 

　
淑
子
　
　
田
村 

博
寿

〝
恋
物
語
〟

第
一
章
　
わ
た
し
か
ら

第
二
章
　
え
ん
む
す
び

第
三
章
　
は
る
お
う
か

胡
　
弓
　
　
村
岡 

　
ふ
み
　
　
佐
藤 

　
美
穂

尺
八
一
　
　
橋
本 
　
　
洋
　
　
細
山 

　
伶
観

篠
　
笛
　
　
佐
藤 

　
貴
采

十
七
絃
　
　
小
林 

千
恵
子
　
　
田
代 

せ
つ
子

七
箏
　
二
　
　
美
蔦 

　
洋
子
　
　
吉
川 
　
和
博
　
　
駒
井 

孝
子
　
　
中
西 

賀
代
子

箏
　
一
　
　
柴
田 

　
裕
子
　
　
土
橋 
　
由
美
　
　
上
口 

房
子
　
　
阿
部 

カ
ヨ
子
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打
楽
器
　
　
佐
藤 

　
秀
嗣
（
賛
助
）

尺
八
二
　
　
　
本 
　
竹
咏
　
　
三
輪 

　
輝
夫



〈
解
説
〉
　
み
な
さ
ん
〝
恋
〟
し
て
ま
す
か
？  

恋
を
し
て
い
る
時
の
と
き
め
き
や
高
揚
感
は
、
他
の
事
で
は
代
え
ら
れ

な
い
、
特
別
な
感
情
で
す
よ
ね
。

　
こ
の
曲
は
、
男
女
が
出
会
い
、
と
き
め
い
て
、
結
ば
れ
る
ま
で
の
、
架
空
の
『
恋
物
語
』
を
音
楽
で
綴
っ
た
作
品
で

す
。
今
恋
愛
の
真
っ
直
中
に
い
る
方
々
に
も
、
か
つ
て
大
恋
愛
を
し
た
方
々
に
も
、
ご
自
身
の
経
験
を
重
ね
合
わ
せ
な

が
ら
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
『
第
一
章
　
わ
た
し
か
ら
』
は
、
出
会
い
の
場
面
。
つ
ま
ら
な
い
日
常
の
中
で
出
会
っ
た
素
敵
な
人
の
イ
メ
ー
ジ

を
、
三
味
線
が
奏
で
ま
す
。
笛
や
尺
八
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
と
き
め
く
〝
わ
た
し
〟
の
心
。
中
盤
で
箏
の
合
奏
が
さ
ざ
波

の
様
に
響
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
と
き
め
き
と
は
裏
腹
に
抱
い
て
し
ま
う
不
安
な
気
持
ち
を
、
さ
ざ
波
に
浮
か
ぶ
小
舟
に

見
立
て
て
表
し
て
い
ま
す
。

　
『
第
二
章
　
え
ん
む
す
び
』
は
文
字
通
り
、
〝
縁
結
び
の
お
祈
り
〟
で
す
。
ご
利
益
を
期
待
し
て
、
お
寺
で
願
い
ご

と
を
す
る
…
…
き
っ
と
温
か
く
て
、
落
ち
着
い
た
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
『
第
三
章
　
は
る
お
う
か
』
は
、
成
就
し
た
恋
を
喜
ぶ
〝
春
の
謳
歌
〟
で
、
全
体
的
に
華
や
か
に
曲
が
進
み
ま
す
。

途
中
、
楽
し
く
会
話
を
す
る
か
の
様
に
楽
器
同
士
が
対
位
法
的
に
掛
け
合
い
を
し
た
り
、
舞
い
散
る
桜
吹
雪
を
描
写
す

る
か
の
様
な
全
体
合
奏
の
部
分
な
ど
が
あ
り
、
最
後
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
曲
が
終
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
楽
曲
は
調
布
三
曲
協
会
の
創
立
五
十
周
年
記
念
演
奏
会
の
た
め
の
委
嘱
作
品
と
し
て
作
曲
し
た
も
の
で
、
実
は

曲
中
で
、
調
布
に
ち
な
ん
だ
景
色
を
表
す
箇
所
が
出
て
き
ま
す
。

　
第
一
章
の
中
盤
は
「
多
摩
川
の
渡
し
」
の
さ
ざ
波
、
第
二
章
の
前
半
は
「
深
大
寺
境
内
」
の
雰
囲
気
、
第
三
章
の
後

半
は
「
桜
並
木
の
花
吹
雪
」
で
す
。
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
、
み
な
さ
ま
が
そ
う
い
っ
た
風
景
を
も
イ
メ
ー
ジ
し
て
頂
け

ま
す
と
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
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二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
）
の
今
年
、
調
布
三
曲
協
会
は
発
足
か
ら
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　
思
え
ば
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
箏
・
三
絃
・
尺
八
の
演
奏
者
の
団
体
を
維
持
し
て
き
た
歴
史
に
は
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
、
「
調
布
市
三
曲
協
会
」
と
し
て
結
成
さ
れ
、
翌
年
の
六
月
に

は
、
「
調
布
市
三
曲
音
楽
協
会
」
と
改
称
し
、
第
一
回
記
念
演
奏
会
を
調
布
市
公
民
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
尺
八
演
奏
家
の
故
磯
野
茶
山
氏
を
会
長
に
、
箏
曲
の
故
木
藤
き
み
子
氏
を
副
会
長
と
し
て
、
発
会

に
尽
力
し
た
内
野
剣
山
氏
を
は
じ
め
と
す
る
故
前
田
茶
青
氏
、
故
伊
藤
弥
生
氏
、
故
嶋
田
香
苗
氏
の
六

名
が
中
心
と
な
り
、
市
内
の
三
曲
教
授
家
を
一
人
ひ
と
り
訪
れ
て
説
得
し
、
賛
同
を
得
た
と
伝
え
聞
き

ま
す
。

　
会
員
十
四
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
調
布
市
三
曲
音
楽
協
会
」
は
、
二
十
周
年
を
迎
え
て
「
調
布
三
曲

協
会
」
と
改
称
し
、
磯
野
氏
が
亡
き
こ
の
後
を
木
藤
氏
が
会
長
と
し
て
一
九
九
四
年
ま
で
、
そ
の
後
、

渡
辺
泰
子
氏
が
二
〇
〇
八
年
ま
で
、
門
傳
良
男
氏
が
二
〇
一
〇
年
ま
で
、
現
在
、
柴
田
裕
子
氏
が
そ
の

後
を
受
け
て
本
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
現
在
、
会
員
は
二
十
六
名
、
そ
れ
ぞ
れ
の
門
下
生
と
と
も
に
、
毎
年
の
市
民
文
化
祭
に
参
加
す
る
定

期
演
奏
会
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
活
動
や
市
の
各
種
講
座
、
学
校
で
の
指
導
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

「
調
布
三
曲
協
会
」
の
活
動
と
し
て
自
負
す
る
も
の
に
、
各
周
年
記
念
演
奏
会
が
あ
り
ま
す
。
創
立
二

十
周
年
、
二
十
五
周
年
、
三
十
周
年
、
三
十
五
周
年
、
四
十
周
年
、
四
十
五
周
年
、
加
え
て
自
主
公
演

を
開
催
し
た
二
〇
〇
〇
年
の
「
如
月
に
ひ
く
」
、
二
〇
〇
九
年
の
渡
辺
泰
子
氏
退
会
で
開
催
し
た
「
渡

辺
泰
子
さ
ん
を
囲
む
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
苦
労
と
と
も
に
喜
び
を
共
有
し
た
演
奏
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
五
十
周
年
記
念
演
奏
会
に
は
、
は
じ
め
て
の
企
画
と
し
て
、
ひ
と
つ
に
門
下
生
も
共
に
参
加

す
る
「
六
段
の
調
」
の
大
合
奏
、
も
う
ひ
と
つ
に
調
布
三
曲
協
会
と
し
て
委
嘱
初
演
の
福
島
頼
秀
氏
作

曲
の
「
三
曲
合
奏
の
た
め
の
〝
恋
物
語
〟
」
の
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

　
調
布
を
テ
ー
マ
に
と
依
頼
し
た
曲
が
、
音
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
手
応
え
を
実
感
し
な
が
ら
、

五
十
年
の
歴
史
を
さ
さ
え
て
く
だ
さ
っ
た
調
布
市
の
文
化
の
力
に
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

『
調
布
三
曲
協
会
五
十
年
の
歩
み
』

発
足
経
緯
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調
布
三
曲
協
会
が
五
十
年
に
わ
た
り
継
続
し
て
来
ら

れ
ま
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
私
の
門
下
生
で
調
布
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
中
山

（
後
に
嶋
田
）
香
苗
さ
ん
が
三
曲
協
会
発
足
時
か
ら
参

加
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
演
じ
物
に
お
手
伝
い

と
し
て
第
一
回
か
ら
し
ば
し
ば
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
会
員
で
お
ら
れ
る
方
は
現
在

何
人
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
府
中
市
の
「
箏
の
音
会
」
の
ご
依
頼
で
「
く
ら
や
み

祭
の
お
は
な
し
」
を
作
曲
し
二
〇
〇
二
年
四
月
九
日
に

府
中
の
森
芸
術
劇
場
ふ
る
さ
と
ホ
ー
ル
に
お
い
て
初

演
。
そ
の
初
演
に
あ
た
り
調
布
三
曲
協
会
の
方
々
に
ご

出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た
く
、
ま

た
楽
し
い
出
来
事
で
し
た
。

　
調
布
三
曲
協
会
第
一
回
演
奏
会
で
私
は
、
「
湖
辺
の

夕
」
を
演
奏
。
作
曲
者
宮
城
道
雄
が
亡
く
な
っ
て
か
ら

七
年
後
で
、
そ
の
頃
は
宮
城
曲
は
新
曲
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
五
十
年
経
っ
て
み
る
と
初
鶯
の
よ

う
な
歌
も
の
は
ほ
と
ん
ど
古
典
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
ど
う
や
ら
古
典
と
い
う
の
は
歌
っ
て
い
る
言
葉
が
ひ

と
言
も
分
か
ら
な
い
曲
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
調
布
三
曲
協
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
ま
す
と
演
目

は
な
か
な
か
多
彩
。
ど
う
ぞ
現
代
曲
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
二
百
年
・
三
百
年
の
曲
も
そ
の
曲
が
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
よ
う
に
現
代
に
生
き
る
生
命
を
吹
き
込
ん
で
客

席
の
方
々
と
共
に
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
調
布
三

曲
協
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

宮
田  

耕
八
朗
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、
、

『
思
い
出
』

調
布
三
曲
の
思
い
出

こ
と

ね

ま
つ
り

い
の
ち



　
こ
の
度
、
調
布
三
曲
協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
演
奏

会
を
開
催
さ
れ
る
と
の
事
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
数
え
て
半
世
紀
、
年
々
躍
進
と
発
展
を
積
み
重

ね
、
多
く
の
市
民
に
希
望
と
感
動
を
、
更
に
調
布
市
の

文
化
の
向
上
と
啓
蒙
に
多
大
な
る
貢
献
と
活
動
を
継
続

さ
れ
て
お
ら
れ
る
事
、
三
曲
界
の
ひ
と
り
と
し
て
、
た

い
へ
ん
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

　
思
え
ば
設
立
当
初
、
成
人
式
を
迎
え
た
ば
か
り
の
私

が
、
恩
師
磯
野
茶
山
（
初
代
会
長
）
、
前
田
茶
青
、
木

藤
き
み
子
、
嶋
田
香
苗
、
伊
藤
弥
生
各
師
と
共
に
六
名

が
発
起
人
と
な
り
、
市
内
教
授
宅
を
訪
ね
、
ご
賛
同
頂

き
沢
山
の
ご
社
中
応
援
の
お
陰
で
半
年
余
り
で
、
第
一

回
演
奏
会
を
開
催
、
年
二
回
の
実
施
を
経
て
、
第
一
回

市
民
文
化
祭
に
参
加
、
そ
の
後
文
化
協
会
と
共
に
歩
ん

で
き
ま
し
た
。
私
儀
な
が
ら
同
じ
頃
、
第
一
回
体
育
祭

も
開
催
、
両
方
の
実
行
委
員
と
し
て
、
三
曲
会
と
剣
道

大
会
と
日
々
忙
し
か
っ
た
事
を
思
い
起
こ
し
改
め
て
五

十
年
の
歳
月
の
重
み
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
三
曲
協
会
の
ご
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

内
野 

剣
山

お
祝
い
の
こ
と
ば

第６回三曲音楽演奏会 昭和43年(1968年)  11月9日 於 調布市公民館

第8回三曲音楽演奏会 昭和45年(1970年) 11月8日 於 調布市公民館
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私
に
と
っ
て
箏
曲
界
・
三
曲
協
会
と
い
う
響
き
は
何
と

も
か
た
苦
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
縁
あ
っ
て
調
布
三
曲
協

会
に
誘
わ
れ
て
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
き
内
側
か
ら
会
員

と
し
て
な
が
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
丁
度
何
度
か
の
会
長

交
代
の
時
期
が
あ
り
、
そ
の
後
渡
辺
泰
子
氏
が
会
長
に
つ

か
れ
た
。
会
の
様
子
も
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
、
古
典
一

辺
倒
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
三
曲
協
会
と
は
ひ
と
味
ち
が
う

よ
う
な
活
動
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
事
務
局

を
担
当
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
少
し
で
も
役
に
立
つ
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
と
精
一
杯
か
か
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ

の
最
中
に
調
布
三
曲
協
会
四
十
周
年
記
念
の
演
奏
会
が
も

た
れ
た
。
か
な
り
忙
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
会

員
も
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
て
力
強
く
感
じ
た
。

　
あ
れ
か
ら
早
く
も
十
年
が
過
ぎ
て
い
る
の
か
と
思
う

と
、
年
月
の
流
れ
の
早
さ
を
感
じ
る
。
都
合
に
よ
り
退
会

は
し
た
も
の
の
、
常
に
何
か
あ
る
毎
に
調
布
三
曲
協
会
の

動
き
は
見
守
っ
て
い
る
。
私
の
ど
こ
か
に
調
布
三
曲
協
会

を
通
し
て
出
会
っ
た
人
々
と
、
そ
の
中
で
学
ん
だ
多
く
の

事
を
大
切
に
思
い
感
謝
を
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。
今

で
も
多
く
の
会
員
の
方
々
と
の
関
わ
り
が
あ
る
が
、
と
て

も
う
れ
し
く
あ
り
が
た
い
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
調
布
三
曲

協
会
会
員
が
活
動
を
通
す
中
で
和
が
保
た
れ
て
い
た
か
ら

だ
と
思
う
。

　
五
十
周
年
を
迎
え
た
大
き
な
節
目
を
祝
う
と
共
に
、
調

布
三
曲
協
会
の
五
十
年
の
歴
史
を
大
切
に
し
て
会
員
の
和

の
も
と
に
益
々
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
る
。
調
布
三
曲

協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
、
心
よ
り
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

石
森 

康
雄

調
布
三
曲
協
会
五
十
周
年
に
想
う

創立35周年記念演奏会 平成9年(1997年) 4月19日 「つるのおんがえし」 於 くすのきホール

こと・三味線・尺八 実技講座　平成6年(1994年) 10月15日
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創立４5周年記念演奏会 平成19年(2007年) 9月1日「子供の四季」　指揮　田村拓男　於 くすのきホール

伊豆下田へ三曲協会初の旅行 平成2年(1990年)3月4日 嶋田・宮田・渡辺リハーサル 昭和55年(1980年)8月

渡
辺 

泰
子

　
調
布
三
曲
協
会
が
創
立
以
来
五
十
年
間
飛
躍
的
な
活
動
を
展
開

し
、
地
域
の
文
化
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
本
日
こ
の
良
き
日
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
昭
和
五
十
三
年
に
入
会
し
、
平
成
七
年
～
平
成
二
十
一
年

ま
で
の
十
四
年
間
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
思
い
出
に
残
っ
た
演
奏
会
は
、
創
立
三
十
五
・
四
十
・
四
十

五
周
年
の
記
念
演
奏
会
で
す
。
特
に
創
立
四
十
周
年
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
で
、
記
念
に
会
員
の
作
品
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
、
石
森
康

雄
会
員
作
曲
の
「
心
と
き
め
く
と
き
」
を
三
重
奏
に
編
曲
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
実
行
委
員
会
の
仲
間
八
名
で
演
奏
し
た
こ
と
は
、
ま

さ
に
会
員
同
士
が
流
派
を
越
え
て
良
き
音
楽
仲
間
と
な
っ
た
証
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
創
立
四
十
五
周
年
記
念
演
奏
会
の
幕
開
け
で
長
沢
勝
俊
作

曲
「
子
供
の
四
季
」
を
田
村
拓
男
指
揮
指
導
に
よ
り
布
田
小
学
校

合
唱
ク
ラ
ブ
の
大
勢
の
子
供
た
ち
の
参
加
を
得
て
感
動
の
舞
台
を

作
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
こ
れ
は
会
員
一
人
ひ
と
り
が
常
日

頃
、
地
域
活
動
の
中
で
邦
楽
器
の
紹
介
や
実
技
指
導
な
ど
を
惜
し

み
な
く
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
最
後
に
「
渡
辺
泰
子
さ
ん
を
囲
む
会
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
三
日
、
お
別
れ
の
演
奏
会
を
開
い

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
調
布
市
歌
「
わ
が
町
調
布
」
を
会
員

の
皆
様
と
共
に
演
奏
し
、
あ
た
た
か
く
お
見
送
り
い
た
だ
い
た
こ

と
は
一
生
の
思
い
出
と
な
り
、
今
も
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
調
布
三
曲
協
会
は
「
青
春
」
で
あ
り
、
「
良
き
仲

間
」
に
巡
り
合
え
た
場
所
で
あ
り
、
現
在
の
音
楽
活
動
の
原
点
で

す
。
私
達
は
音
楽
を
通
し
て
知
り
合
い
、
団
結
し
、
助
け
合
い
、

さ
ら
に
音
楽
活
動
を
広
げ
発
展
さ
せ
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
力
を

も
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
伝
統
に
輝
く
調
布
三
曲
協
会
が
世
界
に

誇
り
う
る
日
本
の
邦
楽
を
広
め
、
地
域
の
次
世
代
に
確
実
に
伝
承

さ
れ
ま
す
よ
う
、
さ
ら
に
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
御
活
躍
と
御
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

調
布
三
曲
協
会
…
思
い
出
に
残
っ
た
演
奏
会
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私
は
尺
八
を
吹
い
て
い
る
。
何
か
を
新
規
に
始
め
る
場

合
必
ず
き
っ
か
け
が
あ
る
。
私
の
場
合
は
一
九
七
一
年
に

三
カ
月
ほ
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
た
折
、
世
界
の
青
年
と
交
流
す
る
中
で
日
本
文
化
の

必
要
性
を
真
に
実
感
し
、
帰
国
後
そ
の
足
で
と
い
う
く
ら

い
に
速
攻
で
探
し
、
辿
り
着
い
た
の
が
尺
八
で
あ
り
、
内

野
剣
山
氏
に
師
事
し
た
。

　
現
在
は
法
人
邦
楽
指
導
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
１
の
設
立

か
ら
か
か
わ
り
、
理
事
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
平
成
二

十
三
年
度
は
、
調
布
市
伝
統
文
化
伝
承
推
進
の
会
と
し
て

文
化
庁
か
ら
直
接
補
助
を
受
け
、
文
化
遺
産
を
活
か
し
た

観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
文
化

遺
産
の
種
目
は
箏
・
尺
八
・
華
道
・
日
本
舞
踊
等
々
六
種

目
。
合
計
八
十
名
以
上
の
小
中
学
生
が
伝
統
文
化
遺
産
の

体
験
・
継
承
の
活
動
を
し
、
延
べ
参
加
者
は
千
五
百
名
以

上
に
な
る
。
平
成
二
十
四
年
度
申
請
に
お
い
て
は
六
団
体

八
種
目
に
拡
大
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
演
奏
者
で
あ
る
前

に
、
伝
え
育
て
て
い
く
伝
道
者
と
し
て
そ
の
真
価
が
問
わ

れ
る
。

　
振
り
返
れ
ば
私
が
三
曲
協
会
会
長
に
就
任
し
た
の
は
、

第
四
代
目
で
あ
っ
た
。
磯
野
茶
山
氏
が
初
代
会
長
。
磯
野

先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
木
藤
き
み
子
氏
が
二
代
目

を
、
そ
し
て
三
代
目
を
渡
辺
泰
子
氏
が
務
め
、
三
人
で
何

と
四
十
七
年
間
も
治
め
ら
れ
た
こ
と
に
改
め
て
感
慨
を
覚

え
る
。
私
は
渡
辺
氏
の
後
任
と
し
て
会
長
に
推
挙
さ
れ
、

五
十
周
年
事
業
準
備
に
入
り
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
会

長
の
座
を
不
本
意
に
も
降
り
る
こ
と
と
な
り
、
周
年
行
事

を
全
う
出
来
ず
三
曲
協
会
を
去
っ
た
今
日
、
そ
の
こ
と
が

唯
一
の
心
残
り
で
あ
っ
た
が
、
足
枷
が
取
れ
、
よ
り
社
会

活
動
の
方
向
性
が
鮮
明
に
な
り
、
漲
る
力
を
感
じ
る
こ
の

頃
で
あ
る
。
協
会
の
行
く
末
を
見
守
り
た
い
。

門
傳 

良
男

シ
ョ
ッ
ク
か
ら
始
ま
っ
た
我
が
人
生

創立20周年記念演奏会 昭和58年(1983年) 2月20日 「磯千鳥」（磯野茶山氏追悼） 於 調布グリーンホール

邦楽舞踊公演　「編曲八千代獅子」 昭和57年(1982年)2月28日　客演 山本邦山  於　調布グリーンホール

自主公演　如月にひく　平成12年(2002年) 2月20日　「編曲八千代獅子」 於 くすのきホール 
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定期演奏会・周年記念演奏会・自主公演　開催記録 （その2）

市民
文化
祭 

三曲演奏会 開催日 西暦年 開催会場 主催・他

34 27 H1.11.3(祝) 1989 同上 

35 28 H2.11.11(日) 1990 同上 

36 29 H3.11.24(日) 1991 同上 

37 30周年記念 H4.11.8(日) 1992 グリーンホール 創立30周年記念演奏会

38 31 H5.10.24(日) 1993 調布市公民館 

39 32 H6.11.12(日) 1994 同上 

40 33 H7.10.24(日) 1995 くすのきホール 会長：渡辺泰子

H8.1.13(日) 1996 北部公民館 新春に贈る箏・尺八・三絃の調べ

41 34 H8.11.9(土) 1996 くすのきホール 

35周年記念 H9.4.19(日) 1997 同上 創立35周年記念演奏会

42 35 H9.11.9(日) 1997 同上 

43 36 H10.10.25(日) 1998 同上 

44 37 H11.10.24(日) 1999 同上 

自主公演 H12.2.20(日) 2000 同上 自主公演「如月にひく」

45 38 H12.10.21(日) 2000 同上 

46 39 H13.11.11(日) 2001 同上 

40周年記念 H14.2.17(日) 2002 同上 創立40周年記念演奏会

47 40 H14.11.9(日) 2002 同上 

48 41 H15.11.3(祝) 2003 同上 

49 42 H16.11.7(日) 2004 同上 

50 43 H17.10.16(日) 2005 同上 

51 44 H18.10.15(日) 2006 同上 

45周年記念 H19.9.1(日) 2007 同上 創立45周年記念演奏会

52 45 I H19.11.1(木) 2007 同上 演奏会・2日に分ける

45 II H19.11.10(土) 2007 同上 同上

53 46 H20.10.18(日) 2008 同上 

渡辺泰子さん
を囲む

コンサート 

H21.1.23(金) 2009 グリーンホール
（小） 

54 47 H21.11.8(日) 2009 くすのきホール 会長：門傳良男

55 48 H22.10.17(日) 2010 同上 

56 49 H23.11.3(日) 2011 同上 会長：柴田裕子

50周年記念 H24.4.8(日) 2012 同上 創立50周年記念演奏会

57 50 H24 2012 同上 (予定）
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定期演奏会・周年記念演奏会・自主公演　開催記録　（その1）

市民
文化
祭 

三曲演奏会 開催日 西暦年 開催会場 主催・他

8 1 S38.6.20(日) 1963 調布市公民館 調布市三曲音楽協会
会長:磯野茶山　

9 2 S39.6.28(日) 1964 同上  

10 3 S40.6.20(日) 1965 同上  

11 4 S41.6.5(日) 1966 同上  

　 S41.10.29(日) 1966 同上 調布市文化祭参加

12 5 S42.11.11(土) 1967 同上  

13 6 S43.11.9(土) 1968 同上  

14 7 S44.11.1(土) 1969 同上  

15 8 S45.11.8(日) 1970 同上  

16 9 S46.11.14(日) 1971 同上  

17 10 S47.11.5(日) 1972 同上  

18 11 S48.11.11(日) 1973 同上  

19 12 S49.11.10(日) 1974 同上  

20 13 S50.12.7(日) 1975 同上  

21 14 S51.11.14(日) 1976 同上  

22 15 S52.11.3(祝) 1977 同上  

23 16 S53.11.5(日) 1978 同上  

24 17 S54.12.2(日) 1979 同上  

邦楽舞踊
公演 

S55.2.3(日) 1980 グリーンホール 調布市市民福祉会館
文化事業団自主事業

25 18 S55.10.26(日) 1980 調布市公民館  

26 19 S56.11.1(日) 1981 同上 市政25周年

邦楽舞踊
公演 

S57.2.28(日) 1982 グリーンホール 調布市市民福祉会館
文化事業団自主事業

27 20 S57.11.28(日) 1982 調布市公民館 主催「調布三曲協会」に改称
会長：木藤きみ子

20周年記念 S58.2.20(日) 1983 グリーンホール 磯野氏追悼演奏　
創立20周年記念演奏会

28 21 S58.10.30(日) 1983 調布市公民館  

29 22 S59.11.4(祝) 1984 同上  

30 23 S60.10.27(日) 1985 同上  

31 24 S61.10.26(日) 1986 同上  

32 25周年記念 S62.11.15(日) 1987 グリーンホール 創立25周年記念演奏会

33 26 S63.11.3(祝) 1988 調布市公民館  
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芦川尚子       63---------------89     
伊藤弥生       63-65     
大石喜代井    63---------81     
大館なつ井    63-67     
木藤きみ子    63-----------------95     
木本雅能       63--68     
米谷文登季    63------------------95     
重松幹井       63     
嶋田香苗       63-------------------95     
高島藤佳       63-66     
鎗田節子       63     
久松君博          65----------------96     
山下繁雄          65----------------------04     
吉村通子          65------81     
阿部雅楽翠       65------81     
菊池博久          65--72     
松尾歌余            69--------------94     
石井美恵            69-71     
大坪成子            69-71     
森本順子             70-72     
佐藤吉和             71----------------------------     
谷しのぶ              71----80     
村岡ふみ             71----------------------------     
宗井静                    76------------99     
井上和子                 76---84     
粕谷敦子                 76-81     
遠藤みね子              77--81     
渡辺泰子                   78-----------------08     
伊藤歌幸都                78---86     
桐村芙沙子                78--85     
大沢善子                   79--83     
駒井孝子                    80---------------------     
角田央子                     81------------04     
中西賀代子                  81--------------------     
石田敦子                     81-83     
桑島ナツエ                   82----------98     
田澤美津枝                    84-90     
西村歌佳                       84-86     
野口歌京                       84-85     
井坂糸子                       84------------07     
武重恭子                         86     
田村博寿                         86-----------------     
保田こずえ                       86     
吉川和博                         86-----------------     

更田歌音余                       88-92     
田代せつ子                        88---------------     
美蔦洋子                             90--------------     
石森康雄                             90-----03     
松田孝子                               93------------     
三橋歌由理                            94     
角岡暁子                               94------07     
原田眞樹子                              96----------     
村田章子                                  97--04     
柴田裕子                                  98---------     
阿部カヨ子                                98---------     
後藤好子                                  98---07     
上口房子                                   99---------     
土橋由美                                    00--------     
中山淑子                                        06----     
松本愛子                                        06----     
佐藤美穂                                         07---     
佐藤義久                                         07---     
小林千恵子                                      07---     
牧内敬子                                           11--  

磯野茶山       63----------81     
笹尾頌山       63-66     
伊藤茶雪         65-67     
大原ヒロシ        65-68     
佐藤孝仙          65-69     
前田茶青          65-71     
初見啓次郎        68-72     
内野剣山             69-----84     
荻窪剣光                74-76     
佐藤剣道山             74---84     
門傳良男                74---------------11     
金子剣　　　　　            79-83     
川上剣　 山　　　　        79-84     
阿部鳳翔                     80-83     
橋本洋                          82-------------     
　 本竹咏                        83------------     
副島希童                        84-85     
牧原伸一朗                         92-94     
三輪輝夫                                95--------     
佐藤貴采                                       06---     
細山伶観                                       06---     
横尾勝                                            08     
中込棋山                                           12-  

≪旧・現会員名・在籍期間一覧≫

箏絃

尺八

1960   70    80    90    00 　10
青色は現会員

1960   70    80    90   00   10
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≪調布三曲協会会員教授所≫
[箏絃]

阿部 カヨ子 〒182-0012 調布市深大寺東町 8-8-6 042(485)2883

上口 　房子 〒182-0005 調布市東つつじヶ丘 3-11-37 03(3305)5477

小林 千恵子 〒192-0373 八王子市上柚木 1034-1-103 042(679)4920

駒井 　孝子 〒182-0011 調布市深大寺北町 1-2-2 042(482)8313

佐藤 　美穂 〒182-0022 調布市国領町 6-20-10 042(481)3291

佐藤 　吉和 〒157-0062 世田谷区南烏山5-12-11 宮本ビル2D 03(3308)8105

佐藤 　義久 〒186-0005 国立市西 3-6-1 042(576)9386

柴田 　裕子 〒182-0014 調布市柴崎 2-4-1-911 042(486)6345

田代 せつ子 〒182-0002 調布市仙川町 2-21-2 03(3300)5773

田村 　博寿 〒182-0035 調布市上石原 2-23-20-302 042(484)0159

土橋 　由美 〒182-0023 調布市染地 3-1-92 ト9-202 042(485)6432

中西 賀代子 〒182-0024 調布市布田 4-3-5-701 042(482)0900

中山 　淑子 〒192-0354 八王子市松が谷 50-1-206 042(674)1342

原田 眞樹子 〒182-0026 調布市小島町 2-54-4-LP801 042(485)3379

牧内 　敬子 〒182-0021 調布市調布ヶ丘 3-29-3 042(482)8565

松田 　孝子 〒182-0017 調布市深大寺元町 4-35-1-2-107 042(483)2379

松本 　愛子 〒197-0022 福生市本町36フェリース福生 201 042(551)3896

美蔦 　洋子 〒182-0024 調布市布田 5-21-35 042(488)0750

村岡 　ふみ 〒182-0024 調布市布田 2-7-4調布ハイツ201 042(482)1241

吉川 　和博 〒182-0006 調布市西つつじヶ丘 4-36-4 042(483)3369

[尺八]

佐藤 　貴采 〒215-0023 川崎市麻生区片平 4-24-8 044(989)0758

中込 　棋山 〒182-0033 調布市富士見町 3-1-26 042(487)3432

　本 　竹咏 〒183-0027 府中市本町 3-28-15 042(363)6627

橋本 　　洋 〒182-0034 調布市下石原 3-71-11-401 042(486)7715

細山 　伶観 〒167-0053 杉並区西荻南 2-18-17-502 03(5934)7822

三輪 　輝夫 〒182-0034 調布市下石原 3-36-4 042(488)3331
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